
中
央
委
員
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対

策
と
し
て
、
中
央
執
行
委
員
、

本
部
役
員
及
び
単
組
・
地
区
港

湾
選
出
中
央
委
員
に
限
っ
た
参

加
と
し
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
々

に
対
応
す
る
た
め
、
25
ヶ
所
の

地
区
・
職
場
と
は
リ
モ
ー
ト
視

聴
が
で
き
る
措
置
を
行
い
開
催

し
た
。
ま
た
、
会
場
参
加
者
に

は
、
3
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

証
明
の
確
認
と
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー

で
の
抗
体
検
査
を
行
い
会
場
入

り
と
な
っ
た
。

委
員
会
開
催
に
先
立
ち
開
会

挨
拶
に
立
っ
た
鈴
木
（
誠
）
副

委
員
長
は
「
際
限
の
な
い
物
価

の
高
騰
に
よ
り
政
府
は
、
賃
上

げ
を
要
請
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
政
策
は
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

我
々
国
民
生
活
の
困
窮
に
対
す

る
施
策
は
、
見
え
て
こ
な
い
。

23
春
闘
は
、
こ
れ
ま
で
の
30
年

間
を
取
り
戻
す
た
た
か
い
で
あ

り
、
最
大
の
転
換
期
と
確
信
し

て
い
る
。
23
港
湾
春
闘
を
敢
然

と
た
た
か
う
、
春
闘
方
針
が
確

立
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
す
る
」

な
ど
と
述
べ
た
。
続
い
て
、
議

長
団
を
選
出
し
、
資
格
審
査
で

は
、
中
央
委
員
44
名
全
員
が
参

加
し
て
お
り
、
中
央
委
員
会
の

成
立
を
確
認
し
た
。

そ
の
後
、
中
央
執
行
委
員
会

を
代
表
し
て
真
島
中
央
執
行
委

員
長
が
挨
拶
を
行
い
、
玉
田
書

記
長
が
、
「
昨
年
、
全
国
港
湾

は
、節
目
の
50
周
年
を
迎
え
た
。

賃
金
・
労
働
条
件
は
、
た
た
か

い
取
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

活
発
な
発
言
を
お
願
い
す
る
」

な
ど
と
述
べ
、
第
1
号
議
案
と

第
2
号
議
案
及
び
一
部
修
正
を

行
っ
た
23
春
闘
要
求
書
案
を
、

一
括
で
提
案
し
た
。

議
案
の
提
案
を
受
け
11
名
の

中
央
委
員
か
ら
、
基
本
的
に
原

案
を
支
持
・
補
強
す
る
立
場
か

ら
、
大
幅
賃
上
げ
、
石
炭
荷
役

に
係
わ
る
雇
用
問
題
、
料
金
確

保
の
た
め
の
運
動
、
お
手
伝
い

特
例
反
対
の
運
動
、
港
運
労
使

の
意
見
や
物
流
の
現
状
を
無
視

す
る
港
湾
開
発
、
産
別
運
動
の

前
進
を
図
る
運
動
促
進
な
ど
質

疑
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
。

2
日
目
の
冒
頭
に
は
、
23
春

闘
を
た
た
か
う
に
あ
た
っ
て
、

各
単
組
の
決
意
表
明
が
行
わ

れ
、
賃
金
引
上
げ
要
求
で
は
、

各
単
組
概
ね
10
％
（
3
万
円
）

の
要
求
を
掲
げ
て
た
た
か
う
と

し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
真
島
委
員
長
の
総

括
答
弁
を
受
け
、
中
央
執
行
委

員
会
提
出
議
案
と
要
求
書
の
採

択
に
入
り
、
提
案
さ
れ
た
議
案

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
23

港
湾
産
別
春
闘
の
た
た
か
う
運

動
方
針
が
確
立
さ
れ
た
。

閉
会
に
あ
た
り
遠
藤
副
委
員

長
の
挨
拶
で
は「
今
委
員
会
は
、

物
価
高
で
も
あ
り
、
大
幅
賃
上

げ
を
勝
ち
取
ろ
う
と
言
う
声
が

多
か
っ
た
」
な
ど
と
述
べ
、
23

春
闘
を
団
結
し
て
た
た
か
う
こ

と
を
呼
び
か
け
た
。

委
員
会
の
最
後
は
、
真
島
中

央
執
行
委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
で
締
め
く
く
っ
た
。

〈
関
連
記
事
2
面
、
3
面
〉

全
国
港
湾
は
、
2
月
7
日
（
火
）
午
後
か
ら
8
日
午
前
に
か
け
て
第
15
回
中
央
委
員
会
を
豊
橋
市
「
シ
ー
パ
レ
ス
リ
ゾ
ー
ト
」

に
お
い
て
開
催
し
た
。

委
員
会
は
、
議
長
団
に
、
古
澤
隼
実
中
央
委
員
（
日
港
労
連
）
、
林
義
貴
中
央
委
員
（
全
倉
運
）
を
選
出
し
、
22
秋
年
末
闘
争

の
主
な
取
り
組
み
経
過
案
（
第
1
号
議
案
）
、
23
春
闘
方
針
案
（
第
2
号
議
案
）
及
び
23
春
闘
要
求
書
案
の
審
議
を
行
い
、
全
て

の
議
案
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

昨
年
全
国
港
湾
は
結
成
50

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
23
全

国
港
湾
春
闘
は
、
大
幅
賃
金

の
引
き
上
げ
が
急
務
で
す
。

数
年
に
わ
た
る
物
価
上
昇
に

加
え
、
世
界
情
勢
の
急
激
な

変
化
で
労
働
者
は
悲
鳴
を
上

げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
産
業
間
の
中

で
も
基
本
給
が
低
い
為
、
港

湾
労
働
者
は
長
時
間
労
働
、

休
日
出
勤
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
全
国
港
湾
結
成
の
原

点
「
日
曜
く
ら
い
は
休
ま
せ

ろ
」
を
見
つ
め
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
曜
休

め
た
と
し
て
も
賃
金
が
上
が

ら
な
け
れ
ば
結
果
的
に
給
料

低
下
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
大
幅
賃
金
引
上
げ

は
重
要
で
す
。

港
湾
運
送
事
業
は
荷
主
様

か
ら
の
依
頼
で
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
ま
ず
は
港
湾
運
送

事
業
者
の
現
状
を
一
般
の
皆

様
に
理
解
し
て
頂
き
、
適
正

な
料
金
収
受
を
政
労
使
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
ほ

と
ん
ど
の
産
業
で
人
手
不
足

が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
。

全
国
港
湾
に
問
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
魅
力
あ
る
港
湾
労

働
の
確
立
で
す
。
そ
の
た
め

の
条
件
は
日
本
の
港
は
安
全

で
あ
る
こ
と
で
す
。
労
使
一

体
で
考
え
、
港
湾
労
働
者
の

究
極
の
安
全
対
策
を
考
え
る

体
制
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

全
国
港
湾
所
属
の
組
合
員

は
ほ
と
ん
ど
が
中
小
企
業
所

属
で
す
。
労
働
者
同
士
が
繋

が
り
労
働
組
合
が
結
成
さ

れ
、
労
働
組
合
が
更
に
強
く

な
る
よ
う
、
共
通
項
を
見
つ

け
出
し
て
団
結
し
て
い
く
、

そ
れ
が
全
国
港
湾
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
本
の
よ
う
な
資
本
主
義

社
会
に
お
い
て
、
企
業
は
必

然
的
に
利
益
を
追
求
し
ま

す
。
労
働
者
同
士
を
競
争
さ

せ
激
安
競
争
を
生
ま
せ
よ
う

と
画
策
す
る
こ
と
を
規
制
す

る
の
が
我
々
の
役
割
で
す
。

集
団
的
な
労
働
条
件
を
勝
ち

取
る
。
こ
の
役
割
は
年
々
重

要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
継

承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

23
港
湾
産
別
春
闘
は
、
「
2

0
2
3
年
度
労
働
条
件
お
よ
び

産
別
協
定
の
改
定
に
関
す
る
要

求
書
」
と
「
港
湾
労
働
者
の
命

と
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
港

湾
を
兵
站
基
地
に
し
な
い
こ
と

を
求
め
る
要
求
書
」
を
2
月
15

日
に
業
側
に
提
出
し
、
第
1
回

中
央
港
湾
団
交
を
開
催
（
芝
浦

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
し
た
。

組
合
側
は
、
団
交
の
冒
頭
に

全
国
港
湾
は
、
直
接
賃
金
交
渉

は
行
え
な
い
が
、
各
単
組
の
賃

上
げ
を
支
援
、
リ
ー
ド
役
と
し

て
奮
闘
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
22
春
闘
協
定
は
履
行

さ
れ
て
い
る
項
目
と
そ
う
で
な

い
項
目
が
あ
る
。労
働
協
約
は
、

港
湾
労
使
の「
義
務
」で
あ
り
、

履
行
で
き
な
い
の
は
業
側
の
問

題
で
あ
る
。
今
春
闘
の
現
状
を

理
解
し
、
政
・
労
・
使
で
各
課

題
に
取
り
組
ん
で
港
湾
労
働
の

労
働
環
境
と
地
位
向
上
を
目
指

す
べ
き
だ
と
今
春
闘
に
あ
た
っ

て
の
所
信
を
表
明
し
た
。

要
求
趣
旨
説
明
で
は
、
様
々

な
要
因
で
物
価
が
、
高
騰
し
て

い
る
中
で
の
現
状
に
見
合
っ
た

賃
上
げ
、
産
別
制
度
賃
金
の
引

き
上
げ
要
求
、
5
・
9
協
定
の

改
正
に
よ
る
時
間
外
分
母
の
改

正
と
週
休
二
日
制
の
履
行
、
時

間
外
割
り
増
し
率
の
改
正
、
65

歳
定
年
制
の
移
行
等
の
多
く
の

要
求
に
は
、
原
資
が
必
要
だ
。

政
府
が
進
め
る
「
価
格
創
造
の

た
め
の
転
嫁
円
滑
化
施
策
」
の

推
進
、
22
春
闘（
仮
）協
定
を
は

じ
め
、
適
正
料
金
改
定
・
収
受

を
一
義
的
な
前
提
と
し
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

趣
旨
説
明
の
大
筋
を
述
べ
た
。

ま
た
「
港
湾
労
働
者
の
命
と

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
港
湾

を
兵
站
基
地
に
し
な
い
こ
と
を

求
め
る
要
求
書
」
で
は
、
政
府

は「
安
保
3
文
書
」を
見
直
し
、

「
既
存
の
空
港
・
港
湾
等
を
運

用
基
盤
と
し
て
使
用
す
る
た
め

の
必
要
な
措
置
」を
と
る
と
し
、

「
自
衛
隊
・
海
上
保
安
庁
の
ニ

ー
ズ
に
も
と
づ
き
、
空
港
・
港

湾
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

強
化
す
る
」
と
明
記
し
た
。
私

た
ち
は
平
和
の
も
と
で
暮
ら

し
、
働
く
こ
と
を
望
む
立
場
か

ら
、
こ
の
外
交
・
安
保
政
策
の

転
換
に
強
い
懸
念
を
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
一
旦
、
戦
端
が

開
か
れ
れ
ば
港
湾
は
兵
站
基
地

と
な
り
重
要
な
攻
撃
対
象
と
な

り
、
港
湾
労
働
者
の
命
と
安
全

が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か

ら
だ
。
と
要
求
書
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

業
側
は
、
要
求
の
趣
旨
は
よ

く
理
解
で
き
る
が
、
で
き
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ
る
よ
う
に
思

え
る
。
こ
れ
か
ら
内
部
で
の
検

討
を
進
め
て
集
約
し
て
行
く
こ

と
と
し
て
い
る
の
で
時
間
が
ほ

し
い
と
し
て
次
回
の
団
交
を
3

月
15
日
（
水
）
13
時
30
分
か
ら

開
催
し
た
い
と
し
た
、

組
合
側
は
、
そ
れ
を
了
承
し

て
団
交
を
終
了
し
た
。

〈
要
求
書
2
面
〉

急
激
な
物
価

高
騰
な
ど
に
よ

り
、
最
賃
の
改

定
を
求
め
る
声

が
上
が
っ
て
い

る
▼
最
賃
の
改

定
は
通
常
、
7

月
末
に
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

が
引
上
げ
目
安
を
答
申
し
、
10

月
に
は
新
た
な
最
賃
額
が
発
効

す
る
。た
だ
、法
律
に
は
改
定
を

年
一
回
に
限
る
と
い
う
定
め
は

な
い
。
急
激
な
物
価
上
昇
な
ど

が
生
じ
れ
ば
、
再
改
定
も
可
能

と
い
う
の
が
厚
生
労
働
省
の
見

解
だ
▼
変
動
の
大
き
い
生
鮮
食

品
を
除
く
12
月
の
消
費
者
物
価

指
数
は
前
年
比
同
月
比
4
・
0

％
の
上
昇
だ
っ
た
。
生
活
必
需

品
な
ど
基
礎
的
支
出
項
目
は
6

％
に
上
る
。
昨
年
7
月
の
改
定

審
議
で
は
3
・
3
％
の
引
き
上

げ
が
答
申
さ
れ
た
が
、
そ
の
効

果
は
帳
消
し
と
な
り
、
実
質
で

は
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
計
算
だ
。

特
に
最
賃
近
傍
の
賃
金
で
働
く

非
正
規
労
働
者
ほ
ど
暮
ら
し
へ

の
影
響
は
大
き
く
、
緊
急
の
引

上
げ
が
必
要
だ
と
、
多
く
の
労

組
が
主
張
し
て
い
る
。ま
た
、岸

田
首
相
は
経
団
連
に
対
し
『
イ

ン
フ
レ
率
を
超
え
る
賃
上
げ
』

を
訴
え
て
い
る
の
に
最
賃
の
引

き
上
げ
に
対
し
て
国
は
静
観
の

構
え
で
い
る
。
こ
れ
で
は
『
一

番
困
っ
て
い
る
人
を
国
が
支
え

ず
に
ど
う
す
る
の
か
』
と
批
判

さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。ま
た
、

中
小
企
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
部

材
等
の
価
格
高
騰
に
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
支
援
策
の
拡

充
と
併
せ
て
行
わ
な
い
と
使
者

側
の
理
解
は
得
ら
れ
に
く
い
と

思
う
。
そ
う
い
っ
た
意
味
か
ら

も
賃
上
げ
に
対
す
る
政
府
の
本

気
度
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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